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2. 解析デ-;および方法第 62回岡本生物工学会大会 トピックス集

次世代シーケンサによる

紅麹菌 Monascuspilosusのdenovo解析

Monascus puoms NBR日520株からゲノムDNAを抽

出糟製し、 SOLiD(図2)を用いてシーケンスラン

を行ったところ、十分な置と量を有する一次解析デ}

タが特られた固

これらの桔呆から、G岨岨.S叩曲師FLXS，..回は、

比較的景観配列のデータが得られる 方、アセンプル

輯呆は十分とは言えず、ホモポリマーの問題などを考

慮するとさらに精度を高める試みが必要であると考え

られた圃

今回、我々はSOLiDによるゲノムシ}ケンスを同時

方、 G担 mneS時四師FLXSyst田(図2)を用い に行い、既に冗長度 '00以上のフラグメント及vメイ
鼠尾まい子 1.2、塚原正俊 1，2，*、照屋盛実2人城間安紀乃 '2、

喜久里育也伯、佐藤友紀。、照屋邦子'，2、下地真紀子 1入藤森 浩 M、今回有美"、

新里向也刷、松井徹目、町田雅之目、平野隆 6，'
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た解析を行った結果、融塩基数は駒441Mbのデータが

得られ、リード長のヒストグラムは約5曲均ピークで、

シーケンス精度は十分に保たれていることを碓輯した固

干四4ド但34 神縄県うるま市字削崎'.1 電路凹8-982-11回 ロ
ム卜

Fu帥8-982-1101 E-mail伽A凪@臨関JP

紅麹菌(Monascus 申I)I~.. 圃肉では沖縄県の rl[腐ょう」でのみ信師的に用いられてきた沖縄県特

有の糸状薗である.一方、紅歯菌を用いて作られる紅姐I~. これまでに毛ナコリン K (ロパスタチン〕

など樟々な生理活性剖報告され、科学的にも揖能性副注目されている.本研買でI~. 紅置から各種生

理活性物量生産に関係する遺伝子などの解析に応用可能な有用情報量得る三とを目的として、員なる

2樋種の次世Rシーケンサのデータを組み合わせ‘より輔庫の高い虹麹ゲノムE例の決定を院みた.

Monascus p助susNBRC4520橡からゲノムDNAを抽出・精製し、次世情シケンサSOLlDを用

いて多量のフラグメシトデータ量得るとともに、 GenomeSequen曲rFLXSys旬mを用いたシーケン

スランを骨った.Fl.X S同胞聞でのアセンフル結果から、本薗縁のゲノムサイズI~曲目Mb であると

推定された.さらに SOLiDでの解析データによるマッチンゲ、車ぴペアエン戸、メイトペアデータ

などを応用することで.より輔庄の高いゲノムR~Iを構量できるζとが示唆された.
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園 E 次世代シーケシサ

3. 結果と考察

これまで、紅麹菌のゲノム解析に闘する知見は少な

く、ゲノムサイズについても不明であった.今回、GSDo

N師。As園田由Ilerv酎血 2.3を用いてアセンプルを行っ

た輯呆、ゲノムサイズは前 2日晶であることが明らか

となった(図3). 

唱 はじめに について横酎を行った固

本研究では、有用物質生産に関連するゲノムや遺伝

子発現解析に利用可瞳な基盤情報を得ることを目的と

し、紅麹薗の全ゲノム解析を行った固特に、精度の高

いゲノム配列の取得を目指し、異なる2措置の次世代

シーケンサのデータを組み合わせる条件を検旺すると

ともに、その量術確立を試みた.

園a リード塩&ItとScaffold塩&1障の相関
掴
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沖縄は日本圏内で唯一、亜熱帯茸棋に属する県であ

り特徴的な文化、歴史的背景を持つ.食文化について

も日本最古の蒸留酒抱盛の製造に利用される I黒麹菌」

や地域特産食品 亘腐ょう(困 1)製造に利用される

『紅撞薗jなE、古くから食品に用いられてきた地域

特有な轍生物が多く存在する。これらのうち紅誼薗は、

その色素が注目され瞳体培養により、現在、赤及び黄

色なEの天需色素として広くー盤的な食品に Iモナス

カス色素Jr紅麹色素」などの名稔で用いられている。
方、沖縄県では蒸した米に紅麹菌を生育させた紅

薗(園 1)として豆腐ように用いられてきた.近年、

この紅薗がコレステロール合成阻害活性を有するそナ

コリンK (ロパスタチン)、血圧上昇抑制や血結値上昇

抑制、抗醍イ包括性などを有することが科学的に解明さ

れ、憧麿金品素材としての世目度が高まっている.

我々は、これまでに RAPD桂による紅歯菌樟の分類

法の確立凹や培養条件の遣いによる有用物質生産性[2]
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G由。町 S珂U血相 FLX町脂血は、今回のようなa
nωω 解析に机用されつつあるI't世代シークンサの一つ

である。今回FLXにより得られたデータは、冗長度前

17 ~十分量であった.このデータを用いてアセンブル

を行った輯呆、最長S曲Ifoldは耐 1Mb得られたものの、

5曲b以上町C曲地教は前 1，100(C阻崎長合計且Mb)

醐

図 1 紅麹と豆腐ょう
であった.

トベアのタグデータを得た.

また、これまでに我々は、局l達実施したロントロー

ル試料での解析結果において、SOLiDでのde.ovoアセ

ンプルが可能であることと、メイトペアデータにより

飛圃的にアセンブル結果を高精度化できることを示し

ている.

以上の結果から、今回のMm閣官師pil08醐ゲノムにつ

いても、FLXおよびSOLiDのデータを併用するこkで、

高輔度ゲノム配列を取得することを試みている.

4. 今後の展望

今回の桔呆から、紅麹菌由高糟度ゲノム配列が明ら

かになることで、紅麹町商付加価直化が期特できる.

すなわち有用物質の商生産や菌株の育置に応用できる。

また、紅麹菌をはじめとする糸状菌は、多くの有用な

二世代甜車物を生産することから、これらに闘わる置

缶子の基盤情報を取拝することで、有用遺伝子そのも

のの工業的応用も期待できる.さらに、我々は紅誼酋

の薗抹ライプラヲ}を保持しており、これらの精度目

高い分類、遺撞にも措周できると考えられる.

一方、技情的には、異なる樺種目次世代シーケンサ

のデータを用いて高精度なデータを特るという試みに

より、特に SQLiDを用いた品開閉解析の有用性とそ

の新たな形崩連主術を示すことが可能である固
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